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はじめに 

 

世田谷区では、新しい本庁舎等において、平成２８年１２月制定の本庁舎等整備

基本構想の基本的方針に位置付けられた「区民自治と協働・交流の拠点としての庁

舎」を実現するために、区内の様々な地域から訪れる区民がふれあい、交流できる

場所として、区民会館、区民交流スペース、広場、屋上庭園等、様々な区民利用施

設の整備を進めています。 

区民交流スペースについては、平成３０年度に「区民交流機能に係るワークショ

ップ」、令和元年度に「区民交流スペースの運用に関する検討会」を実施し、淡水と

海水が交じり合い、多様な生物が共生し合う「汽水域」のように、人々の共生の場

になり、ここで生まれる新しい関係が社会課題の解決に取り組む体制となることを

将来像とすることが提案されました。 

世田谷区本庁舎等整備に係る区民利用施設総合運営計画策定検討委員会は、区民

利用施設を総合的かつ効果的・効率的に運営するための計画、「世田谷区本庁舎等に

係る区民利用施設総合運営計画」を世田谷区が策定にするにあたり検討を進めるた

め、令和４年５月に設置されました。本委員会は学識経験者、区内活動団体代表

者、区民委員、学生委員等から構成され、５回にわたって議論を重ねてきました。

また本委員会設置前の平成３０年度及び令和元年度の区民交流スペースについての

検討結果、提案内容を踏まえつつ、区民会館、区民交流スペース、広場、屋上庭園

等それぞれ機能の異なる施設について、多様な人々の交流の場となる、また、誰も

が使える、憩える空間となるよう、施設の基本となる理念や方針を中心に検討を進

めてきました。 

 本委員会での検討が、幅広い区民がふれあい、交流することのできる区民利用施

設の実現に向けて活かされることを期待します。 
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１ 区民利用施設について 

  区民利用施設は、区民会館、区民交流スペース、区民交流室、広場、ピロティ、

屋上庭園（東棟屋上）とする。 

（１）新庁舎等配置図 

 

（２）各階平面図 

①１階平面図 
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②２階平面図 

 
③地下１階 区民会館 集会室・練習室 
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③６階屋上庭園（東棟） 

 

 

 

２ 世田谷区本庁舎等整備に係る区民利用施設総合運営計画策定検討委員会につい

て 

（１）目的 

 世田谷区は、本庁舎等の整備に伴い新たに建設する区民会館、区民交流スペー

ス、広場等、様々な区民利用施設について、幅広い区民がふれあい、交流すること

のできる場所として、総合的、効果的かつ効率的に運営するために、世田谷区本庁

舎等整備に係る区民利用施設総合運営計画を策定することとし、計画策定に向けて

検討を進めることとした。 

本委員会は、これらの区の決定に基づき、専門的な知見や区民の視点に立った検

討を行うため設置されたものである。 

 

（２）検討事項 

 本委員会では、区民利用施設の運営の基本となる基本理念や基本方針等を中心に

検討を行った。また、今後の施設の開館に向けた具体的な運営方法や組織等につい

ても検討を行った。 

 

 

（３）委員名簿 

氏 名 所 属 

学
識
経
験
者 

曽田 修司 

【委員長】 

跡見学園女子大学マネジメント学部マネジメント学科教

授 

齋藤 啓子 

【副委員長】 
武蔵野美術大学造形学部視覚伝達デザイン学科教授 

福岡 孝則 東京農業大学地域環境科学部造園科学科准教授 



5 

団
体 

大坪 義明 世田谷みどり３３協働会議事務局長 

柴田 真希 ＮＰＯ法人まちこらぼ代表理事 

藤原 由佳 
世田谷区子ども•青少年協議会委員 

世田谷区男女共同参画•多文化共生推進審議会委員 

松田 妙子 ＮＰＯ法人せたがや子育てネット代表理事 

区
民
・
学
生 

片切 未季 公募委員 

古森 万結 公募委員 

細川 日向 公募委員 

松本 実和子 学生委員 

吉澤 卓 公募委員 

和地 えり子 公募委員 

区
職
員 

片桐 誠 世田谷区生活文化政策部長 

佐藤 絵里 世田谷区庁舎整備担当部長 

清水 昭夫 世田谷区世田谷総合支所長 

 

（４） 委員会の経緯 

回数 開催日時・場所 主な審議内容 

第１回 

令和４年７月４日（月） 

１８：３０～２０：３０ 

世田谷区民会館別館 

「三茶しゃれなあどホール」スワン 

・委員長、副委員長の選出 

・総合運営計画策定について 

・施設の設計内容について 

・区民交流スペースに関する検討

経緯について 

・基本方針・目標についての意見

交換 

第２回 

令和４年８月１日（月） 

１８：３０～２１：００ 

世田谷区役所第一庁舎５階 庁議室 

・区民交流スペースの設計への反

映状況 

・事業・活動検討に基づき区民利

用施設の基本方針・目標を考える

ワールドカフェ 

第３回 

令和４年１０月２４日（月） 

１８：３０～２０：３０ 

北沢区民会館別館 

「梅丘パークホール」集会室 

・基本方針・目標（案）について

の意見交換 

・利用規則の基本的な考え方につ

いて 

第４回 

令和４年１２月５日（月） 

１８：００～２０：３０ 

世田谷区役所第一庁舎５階 庁議室 

・基本理念・基本方針・実現に向

けた取り組みについて 

・運営組織について 

第５回 
令和５年２月２７日（月） 

１８：００～２０：３０ 

・運営基本計画策定に向けた報告

書について 
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世田谷区役所第一庁舎５階 庁議室 ・事業・活動計画について 

・組織運営計画について 

 

 

（５）検討内容 

回数 主な議題 主な意見 

第１回 

・総合運営計画策定 

・施設の設計内容 

・区民交流スペースに関

する検討経緯 

・基本方針・目標につい

ての意見交換 

・近隣地域との一体利活用の想定についても

検討範囲に含めていただけないか。 

・広場の使われ方として、日常の中でみんな

が使うような使い方を今後検討していきた

い。 

・平成 30 年度、令和元年度のワークショッ

プの結果がどの程度反映されているか、フィ

ードバックがほしい。 

・区民利用を促していくためのインフラとし

て、Wi-Fi と充電設備が必要。 

・これまでの検討会での意見が設計のどの部

分に反映されているのかということが分から

ないとその先の議論ができないのではない

か。 

第２回 

・区民交流スペースの設

計への反映状況 

・事業・活動検討に基づ

き区民利用施設の基本方

針・目標を考えるワール

ドカフェ 

 

 

A（区民交流スペース・区民交流室）、B（区

民会館・ラウンジ・エントランス・集会室・ 

練習室）、C（広場・ピロティ・東棟屋上庭

園）のグループに分かれ、ワールドカフェ形 

式で意見交換を行った。 

 

・参加と協働のシンボルになるものを考えて

いくなかで運営の話に主眼が置かれた。新し

い人が常に参加でき、多様な人が関わって、

コラボレーションする組織となり、トライ＆

エラーを繰り返しながら「汽水域」の実現を

目指していくことが大事である。 

・区民利用施設全体の一体運用という目線で

交流をデザインし促進すること、区民９２万

人が利用者、または受益者であるような質の

高い活動を目指し、「自ら提案し、交流をデ

ザインする」という文化や慣習を培うことが

大切である。 
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・作る、育つ過程を楽しむこと、「コモン」

という考え方で色々な人が一緒に時間をかけ

て作り上げていくことが大切であるとした。 

また、区民や区職員がふらっと訪れて自由に

過ごせる空間となること、この施設に収まら

ずに司令塔的に活動を拡げることも重要であ

る。 

・全体を通じ、多様な区民、区職員が交わ

り、区民利用施設内のさまざまな施設の運営

に横断的に関わること、理想像を固めずに自

分たちに沿ったあり方を探りながら育ててい

くことで世田谷らしい施設づくりを目指して

いく。 

第３回 

・基本理念・方針・目標

（案）についての意見交

換 

・利用規則の基本的な考

え方について 

・第２回ワークショップ

の検討内容 

・書き出しの部分で、これまでの検討が踏ま

えられているということが分かると良い。 

・広場やランドスケープをいかに豊かにし、

自然と誰でも足が向かうような場を大前提と

して作っていく必要がある。 

・原則や本則がわからない中でルールを決め

るのは難しい。 

・大きな枠でのルールを決めたほうが良いで

はないか。 

・「お試し実行委員会」という用語や、「試

行」というご意見が多く、計画的に決めず

に、見直しをしていくという方向性が共通し

ている部分ではないか。 

・区民ワークショップのメンバーに社会実験

に参加していただくという方向性もありえる

だろう。参加者はとても熱心に参加してい

る。検討委員会ともっと同期できる内容にし

ていけるのではないか。 

第４回 

 

・基本理念・基本方針・

実現に向けた取り組み 

・運営組織について 

 

・現在の図は理念があって、方針があって、

取り組みがあるというように落ちていくよう

に見えるが、円を使って、相互に影響し合う

ような見せ方を検討してほしい。 

・「みどりを増やす活動が」という量的な部

分への記載がありますが、質的な「みどりを
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活かした住みやすい」等の書き方のほうが良

い。 

・「実現に向けた取り組み」に「誰もが使え

る、憩える空間をつくる」とあるが、利用の

大前提として市民活動であるということ、み

んなで支え合い、交流し住みやすい暮らしを

実現するための場所だということがわかる記

述としていただきたい。 

・「汽水域」を基本理念の一部としていく上

で、もっと「汽水域とはこういったものだ」

という説明に変えていただきたい。 

・「誰もが憩える場」に「汽水域」のような

流れを感じられるためには、現時点では誰も

がオープンに参加できる余地を残しておいた

ほうが良いのではないか。 

・従来にはない区民参加の形を提案していた

だいていると思う。運営委員会は非常に重要

なので、対等に意見交換ができるチームビル

ディングが必要である。 

・運営委員会が意見を言うだけではなく、区

民のやりたいことを叶え、どのように支援し

ていくのかを運営委員会が考え、提案やフォ

ローしていく立場を貫くことが重要である。 

 

 

３ 新しい本庁舎等における区民利用施設の運営を考える区民ワークショップにつ

いて 

 

  区では、本計画を策定するにあたり、検討委員会と並行しながら、区内在住・在

勤・在学の方を対象に、公募、無作為抽出及び区内青少年交流センターや区内学校

への周知により、年代等を考慮して選出した２５名の方による、ワークショップを

実施されている。 

当ワークショップにおいて、参加者同士で議論された意見（以下、「（３）開催結

果」参照）を本計画の策定に活用するとともに、区民ワークショップが終了した後

も、参加者との関係が継続的に続くような取り組みを検討されたい。 

 

（１）開催日時・場所 

 ①開催日時 
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  第１回区民ワークショップ 令和４年９月１１日（日）午後２時～午後４時 

  第２回区民ワークショップ 令和４年１１月５日（土）午後２時～午後４時 

  第３回区民ワークショップ 令和５年１月２２日（日）午後２時～午後４時 

 

 ②場所 

  世田谷区役所 第三庁舎 ブライトホール 

 

（２）主な内容 

 主な内容 

第１回区民ワークショップ 

・新しい本庁舎等における区民利用施設の概

要や、検討委員会との関係性の説明 

・グループワーク 

 「新施設でやりたい事業・活動を考えよう」 

 

第２回区民ワークショップ 
・グループワーク 

 「『いつでも使いやすい』を考えよう」 

第３回区民ワークショップ 

・『区民参加について』（世田谷みどり３３協

働会議 事務局長 大坪義明氏） 

・グループワーク 

 「新施設開館後の関わり方を考えよう」 

 

（３）開催結果 

 ①参加者 

 定員 参加者数 傍聴者数 

第１回区民ワークショップ 

２５人 

２１人 

７人 

（委員６人、

一般１人） 

第２回区民ワークショップ ２０人 

４人 

（委員２人、

一般２人） 

第３回区民ワークショップ １５人 
３人 

（委員３人） 

 

 ②ワークショップで出された主な意見・感想 

  ●第１回区民ワークショップ 

  【主な意見】 

    お祭りやフェスティバル、大会、様々な体験、ワークショップ、マルシェな

ど、集まること、交流することを求めるアイデアが多く挙がりました 
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  ●第２回区民ワークショップ 

  【主な意見】 

広場の日常 

ラウンド１：どのあたりで、誰が、いつ、どん

な時間を過ごしていますか？ 

ラウンド２：ラウンド１の過ごし方を実現す

るために何が必要ですか？ 

小さな子どもが危なくなく集える場 遊具や施設はあるが、ごちゃごちゃしていな

いゆったりしたスペース 保育園（赤ちゃん）のお散歩遊び 

 

広場の非日常 

ラウンド１：どのあたりで、誰が、いつ、どん

な時間を過ごしていますか？ 

ラウンド２：ラウンド１の過ごし方を実現す

るために何が必要ですか？ 

大道芸などの区民＋αでの発表 地域住民とのコミュニケーション 

秋ごろに広場全体を使って文化祭的なもの 出店スペースの整備（テントなど） 

 

区民交流スペースの日常 

ラウンド１：どのあたりで、誰が、いつ、どん

な時間を過ごしていますか？ 

ラウンド２：ラウンド１の過ごし方を実現す

るために何が必要ですか？ 

長い間利用できる勉強スペース 強い Wi-Fi をつける 

区で開催される会議の後に参加者が交流でき

る 
水道・排水設備をつくる 

 

区民交流スペースの非日常 

ラウンド１：どのあたりで、誰が、いつ、どん

な時間を過ごしていますか？ 

ラウンド２：ラウンド１の過ごし方を実現す

るために何が必要ですか？ 

月 1 でライブ舞台を用意する（軽音楽、吹奏

楽など） 
区民会館から譜面台を借りられるようにする 

秋にアートの展示 
個人や団体が開催する際、集客しやすいサポ

ート 

 

 第３回区民ワークショップ 

  【主な意見】 

あなたは区民利用施設にどのように関わっていきたいですか？ 

NPO 法人を立ち上げて関わっていく（施設利用

の取りまとめや運営） 

市民と協働できるシステムを構築する時に、

障害のある方の参加の仕組みを一緒に考えた

い 

利用者と区の間の調整を支援するハブとして

活動したい 

区内学校の学生バンドによる音楽祭を企画し

たい 
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区民参加を促進するには、どのような仕組みがあったら良いでしょうか？ 

コーディネーター役（区とも調整できる人）が

いると良い 

花に詳しい人が、花を植えるときにサポート

してくれる 

誰にでもわかるように伝える仕組みをつくる 
なるべく若い人（小・中学生、高校生、大学生）

を参加者に入れる 

 

令和７年度のグランドオープン前に取り組んでおくことはありますか？ 

実行委員を募り、目的や内容を検討する 
近隣の中学、高校で、この施設で何ができるの

か、具体的に説明する 

利用者が見られるように、グランドオープン

までに試行した企画・事例をまとめて公開す

る 

区内の中学、高校、大学、NPO にプレオープン

企画をコンペで行い、それを学生自ら発信 

    

（参考）区民ワークショップの様子 

  
 

  

 

４ 基本理念と基本方針、実現に向けた取り組みについて 

 本委員会は、本庁舎等整備基本構想の基本的方針の一つに位置付けられた「区民

自治と協働・交流の拠点としての庁舎」の実現に向けて、またこれまでの区民交流

スペースに関する検討経緯を踏まえたうえで、区民利用施設について事業・活動検

討する中で基本方針・目標を考えるワールドカフェ等を実施し、検討を重ねた。 

これまでの議論を踏まえ、まず本庁舎等整備に伴い、新たに建設される区民利用

施設の全体の意義や使命などを表した「基本理念」を定めた。次いで、基本理念の

実現に向けた方向性を分かりやすく表現したものとして３つの基本方針を設定し

た。さらに基本理念を具体化するための施策として「実現に向けた取り組み」を５

つ定め、これらは相互に影響しあう関係としている。 
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詳細については、以下のとおり報告する。 

体系図 

 

（１）基本理念 

 区民、市民活動団体及び区が協働して、多様な人々がともに支えあい、交流し、

心豊かな住みやすい暮らしを実現する 

 

平成２８年（２０１６年）１２月策定の世田谷区本庁舎等整備基本構想に基本的方

針の一つとして掲げた「区民自治と協働・交流の拠点としての庁舎」。この方針に基

づいて設計された新庁舎は、特にエントランス部分に位置する大規模な区民交流ス

ペースについて、設計段階の検討会では、淡水と海水が交じり合い、多様な生物が

共生し合う「汽水域」のように、人々の共生の場になり、ここで生まれる新しい関

係が社会課題の解決に取り組む体制となることを将来像としました。 

この提案を受けて、区民交流スペースや、世田谷区民会館、広場、屋上庭園等も含

めた区民利用・交流拠点施設を舞台とし、さまざまな区民、市民活動団体及び区が

協働して相互に影響を与え合いながら、多様な人々、一人ひとりが新たな縁を生み

出し、交流して、心豊かな住みやすい暮らしを実現することをめざします。 

 

（２）基本方針  

①多様な人々の交流を生み出す場をつくる 

・誰でも日常的に訪れることができる空間や事業を提供する。 

区民が主体的に関わる

事業を実施する

区民、市民活動団体及び区等が協働し、

地域と連携する一体的な運営組織をつくる

地域と連携した事業を

実施する

交流・共生を生み出す

「つなぎ役」を設置する

誰もが使える、

憩える空間をつくる

多様な人々の交流を

生み出す場をつくる

文化・芸術によって

暮らしを豊かにする

みどりで多様な主体をつなぎ、

心潤う環境をつくる

区民、市民活動団体及び区が協働して、

多様な人々がともに支えあい、交流し、

心豊かな住みやすい暮らしを実現する

基本理念

基本方針

実現に向けた取り組み
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・区民や市民活動団体が運営に関わり、区民利用・交流拠点施設を積極的に利用 

して活動することで、区民自治に向けた共生・共助を生み出す。 

・区が市民活動団体、地域活動団体、教育機関、事業者等と協働・連携した取り 

組みを実施する。 

 ②文化・芸術によって暮らしを豊かにする 

 ・全区的な文化・芸術の拠点として位置づける世田谷区民会館において、区民の 

誰もが暮らしの中で、多様な文化・芸術にふれ、体験・参加できる機会を提供 

する。 

 ・区民、市民活動団体及び区等の文化・芸術の取り組みを推進し、心豊かな活力 

あるコミュニティの形成につなげる。 

 ・世田谷の歴史や文化・芸術の特色を活用し、地域の魅力向上に寄与する。 

 ③みどりで多様な主体をつなぎ、心潤う環境をつくる 

 ・「世田谷みどり 33」をめざした「区役所一帯のみどりの拠点」として、魅力ある 

緑化空間づくりと拡大に取り組み、みどり豊かで住みやすい「世田谷らしさ」 

のある風景の創出によって、みどりの量と質を高めることに貢献する。 

 ・多様な人々がみどりを通して環境と調和する場をともに創り上げ、その多面的 

機能や価値を共有し、すべての持続可能性の基層である「環境」にかかる負荷 

を低減させるための意識を醸成する。 

 

（３）実現に向けた取り組み 

 基本理念を達成するためには、「多様な人々が訪れ、交流する場をつくる」取り組

みが求められます。この取り組みを実現するためには、子どもから若者・高齢者

や、障害者、外国人等、区民の誰もが関わりやすい仕組みの中で、一緒に時間を共

有して、試行を重ねながら、組織や人を育み、進めていくことが必要です。 

 

①区民、市民活動団体及び区等が協働し、地域と連携する一体的な運営組織をつ 

くる 

 ・区民、市民活動団体及び区等が運営に参画し、地域と連携する組織を構築し、 

  区民利用・交流拠点施設で実施する事業や活動に横断的に関わる。 

 ・区民利用・交流拠点施設全体への区民参画のあり方と併せて、緑化空間をコモ 

ンのように共同管理することについて検討し、試行する。 

 ②交流・共生を生み出す「つなぎ役」を設置する 

 ・地域の課題やニーズに応じ、区民、市民活動団体及び区とのマッチング・交流 

など様々な案内や相談対応などを行う機能を試行する。 

 ・区民交流スペース等で、利用者同士が顔見知りになり、つながるためのつな 

ぎ手としての役割を担うこともめざす。 

 ③区民が主体的に関わる事業を実施する 

 ・市民活動の持続的発展のため、新たに活動に参加する区民を増やすための普及 
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事業を実施する。 

 ・誰もが参画・協働できる文化・芸術環境を整備していくために、区民参加の文 

化事業やワークショップ等を開催する。 

 ・みどりを楽しむことが区民にとって習慣づけられ、地域におけるみどりの役割 

を大切にする活動が区民に浸透するよう、「見て、楽しむ」だけでなく、「育 

み、活かす」事業の推進と定着を図る。 

 ④誰もが使える、憩える空間をつくる 

 ・区民が気軽に立ち寄れる、思い思いの時間を過ごせる居場所となるような空間 

づくりを実施する。 

 ・区民同士や区民と区などのミーティング、学習や研修、ワークショップなど、 

多様な体験や新しい経験ができる場を提供する。 

 ・イベントや展示などを通して、市民活動団体等との協働や文化・芸術の創造性 

などから生み出される様々な価値により、活力ある賑わいづくりの場としての 

イメージを創出する。 

 ⑤地域と連携した事業を実施する 

  商店街、教育機関、図書館、公園緑地など、地域の人的・文化資源と連携した 

地域の価値を高める事業を実施する。 

 

５ 事業・活動計画、組織運営計画について 

（１）事業・活動計画  

本検討委員会や全３回の区民ワークショップで提言された意見（下表参照）を

事業・活動計画に反映し、本庁舎等の整備に伴い新たに建設される、様々な区民

利用施設が、幅広い区民がふれあい、交流することができる場所となるように、

引き続き検討されたい。 

 

 

検討委員会で提言された主な意見 

・「サードプレイス」のように、目的が無くても来る、普段から使える場にするた

めの方策が必要である 

・区民利用施設全体の一体運用という目線で、交流をデザインし、促進すること

が大切である 

・お互いの顔が見えるような、横のつながりをつくる「交流の仕組みづくり」が

重要である 

・貸館だけではない、区民 92 万人が利用者、または受益者であるような質の高い

活動ができると良い 

・共同管理（コモン）という考え方のもと、区民が一緒に作り上げる場所にでき

たら良い 

・区民利用施設に収まらずに、司令塔的に活動を拡げることも重要である 
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区民ワークショップで提言された主な意見 

・コンサート、映画上映会等の鑑賞事業 

・季節ごとのお祭りやマルシェ等の交流イベント 

・舞台芸術の大会・フェス 

・学生の放課後の居場所 

・国際交流、多世代交流、障害者との交流の場 

・季節の花や草木を楽しむ、ガーデニング体験 

・工作や体験のワークショップや教室 

・キッチンカーを広場やピロティへ 

・フレキシブル（やさしい・あたたかい・ひとりもとりこぼさない） 

・来る人をやさしく案内する人、人と人をつなげることができる人 

・世田谷らしさとして、多種多様な人材を活かし、新しいムーブメントを作る 

 

（２）組織運営計画  

本検討委員会において、事務局から「区民が参加する組織である運営委員会、

区民会館や区民交流スペースなどを運営する運営事業者、区の３者が一体となる

組織」が提案され、検討委員からは「区民が参加できるような従来にはない形を

模索していることがわかり、非常に肯定的に受け止めている。」という意見が多

く出された。 

一方で、「区内の中間支援組織であるＮＰＯ等の活用、または連携を検討する

必要性」や、「多岐にわたる区民利用施設を運営する事業者を１事業者、また

は、複数の事業者で運営した場合におけるメリットやデメリットを考慮した上で

決める必要がある。」という意見も提言された。 

本検討委員会での議論や、類似施設における区民参加型事業の試行状況や、他

の市区町村の先行事例や類似事例等も踏まえるとともに、「今まで本庁舎に来な

かった区民の大多数が集まり、交流する」ことも想像しながら、組織運営計画の

策定に向けて、「区民自治と協働・交流の拠点としての庁舎」となるような組織

や運営を引き続き検討されたい。 

 


